
資料４

九州地方整備局

平成３１年度
新規事業候補箇所説明資料

一般国道５７号（中九州横断道路）
竹田阿蘇道路



１．対象地域の状況

２．一般国道５７号（中九州横断道路）
竹田阿蘇道路の概要

３．一般国道５７号（中九州横断道路）
竹田阿蘇道路の課題と整備効果

４．費用対便益分析結果

５．とりまとめ

九州地方整備局

1



１．対象地域の状況
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〇中九州横断道路は、大分県大分市を起点とし
て、豊後大野市、竹田市、阿蘇市、大津町、熊
本市に至る計画延長約120kmの地域高規格
道路。

〇そのうち、大分市～豊後大野市犬飼、竹田市
～阿蘇市、阿蘇市～熊本市は未事業化区間と
なっている。

対象地域の状況

１．中九州横断道路の概要

34
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一般国道５７号
竹田阿蘇道路
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■中九州横断道路

計画延長 約120km

事業中延長 6.3km

開通済延長 25.3km

※H31.3月現在の道路網

※H31.3月現在の道路網
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対象地域の状況

２．地域状況
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人口減少が
顕著

全国

竹田市

産山村

阿蘇市

大分県

熊本県

資料： S55～H27国勢調査

○竹田市・阿蘇市・産山村の人口は年々減少傾向にあり、昭和５５年から平成２７年にかけて、約２～４割減
少している。

○高齢化率は、約４～５割と全国・県平均を大きく上回る。

大分市

別府市

日出市

杵築市宇佐市中津市

玖珠町

九重町

日田市

小国町

南小国町

豊後大野市

由布市

佐伯市

山鹿市

菊池市

熊本市
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菊陽町

合志市 大津町
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阿蘇市
-21%

（H27：27,018人）

産山村
-24%

（H27：1,510人）

宮崎県

福岡県

大分県

熊本県

竹田市
-38%

（H27：22,332人）

竹田市
-38%

（H27：22,332人）

産山村
-24%

（H27：1,510人）阿蘇市
-21%

（H27：27,018人）
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-40% ～ -30%
-50% ～ -40%
-50%以下

凡例

【人口増減率の状況】

※S55とH27の国勢調査結果の比較 資料：H27国勢調査

【人口の推移】

【高齢化率（65歳以上人口割合）】

資料：H27国勢調査

県平均や全国平均を
大きく上回る
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対象地域の状況

3．交通特性
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○対象地域の交通流動は、県外や大分県北地域、熊本県北・県南地域に比べ、国道５７号沿線の大分県
南地域や熊本県央地域との結びつきが強い。

○対象地域と大分県南地域や熊本県央地域間の移動については、通勤・通学の他、観光・余暇や業務・物
流の割合も多い。

【現況交通流動】

福岡県

熊本県南

菊池市

益城町

菊陽町

合志市 大津町

西原村
南阿蘇村

熊本市

竹田市

産山村

阿蘇市

57
国道

57
国道

国道５７号沿線地域
対象地域
対象地域～国道５７号周辺地域間の交通流動
広域的な交通流動

大分市

佐伯市

臼杵市

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査

大分県北

豊後大野市

由布市

別府市

大分県南
熊本県北

宮崎・鹿児島県

佐賀・長崎県

高森町

南小国町

■対象地域⇔大分県南・熊本県央地域

【対象地域間の移動目的】

小国町
通勤・通学

27%
送迎 3%

家事・買物
7%

業務・物流
20%

不明
20%

観光・余暇
23%

宇土市

宇城市

熊本県央



大観峰

39%

18%

31%

10%

7%

14%

22%

12%

21%

22%

47%

60%

56%

68%

67%

1%

2%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産山村

阿蘇市

竹田市

熊本県

大分県

第一次産業 第二次産業 第三次産業 不明

対象地域の状況

4．地域の特色
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○対象地域の第一次産業に占める割合は大分県、熊本県に比べ高く、特に竹田市における農業産出額は
大分県第1位を誇る。

○対象地域には、「大観峰」や「くじゅう花公園」、「岡城址」など著名な観光地が広く点在する。

【各産業の就業者割合】

資料： H27国勢調査

【大分県農業産出額】

阿蘇内牧温泉黒川温泉

岡城址

【対象地域周辺の観光地と観光客数】

くじゅう花公園

高森町
南阿蘇村
303万人

阿蘇市
350万人

産山村
50万人

南小国町
106万人

くじゅう花公園

岡城址

阿蘇内牧温泉

阿蘇ファームランド

黒川温泉

竹田市
270万人

豊後大野市

九重町
小国町

高千穂町

大分県

熊本県

宮崎県
対象区間
事業区間
開通済み区間
主要な観光地

竹田IC

朝地IC

（仮）竹田西IC

（仮）竹田久住IC

（仮）荻IC

（仮）波野IC

白水ダム

長湯温泉

大観峰

大分県
合計

1,339億円

竹田市
18%

日田市
10%

宇佐市
9%

豊後高田市
9%豊後大野市

9%

その他
45%

大分県内
第1位

資料：H28農業総産出額及び生産農業所得

資料：Ｈ29阿蘇市統計資料、阿蘇くじゅう観光圏整備計画平成30年度～平成34年度（Ｈ28実績値）
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２．一般国道５７号（中九州横断道路）
竹田阿蘇道路の概要
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0.5km 1km 1.5km 2km 3km 4km0km

凡 例

対象区間

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

県境

市町村境

一般国道５７号（中九州横断道路）竹田阿蘇道路の概要

・事業名：一般国道５７号（中九州横断道路）竹田阿蘇道路

・区間 ：大分県竹田市大字会々～熊本県阿蘇市波野大字小地野 ・延長：22.5km

・車線数：2車線［自動車専用道路］ ・計画交通量：7,500台/日～12,000台/日 ・全体事業費：約690億円

【計画概要】
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【標準横断図】

【事業の経緯】

（単位：m）【平面図】

・H29.3 ：第１回九州地方小委員会

・H29.3 ：（計画段階評価手続き着手）

・H30.3 ：第２回九州地方小委員会

・H31.2 ：第３回九州地方小委員会

・橋梁部

・土工部

【事業位置図】

犬飼千歳道路
延長4.3㎞

千歳大野道路
延長8.7㎞

大野竹田道路
延長12.3㎞

竹田阿蘇道路
延長22.5㎞

滝室坂道路
延長6.3㎞

凡例

対象区間

事業中区間

調査中区間

高速道路

一般国道

主要地方道
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３．一般国道５７号（中九州横断道路）
竹田阿蘇道路の課題と整備効果

九州地方整備局
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１．災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークの確保

一般国道５７号（中九州横断道路）竹田阿蘇道路の課題と整備効果
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【整備効果】
○国道57号の線形が厳しい箇所や防災点検要対策箇所等を回避し、災害時の救援活動等にも機能する信頼性の高い
道路ネットワークを形成

【課題】
●国道57号は、政府が定める『緊急輸送ルート』に指定され、『広域防災拠点（熊本空港、大分スポーツ公園）』を結ぶ
重要な路線。

● しかし、対象区間の現道は、縦断線形の厳しい箇所や防災点検要対策箇所が存在し、被災リスクが高い区間。
●近年の熊本地震（H28.4）をはじめ、九州北部豪雨（H24.7）の大災害や冬季の積雪（H26.2）時には国道57号の通行
止めが発生し、救援活動や日常生活等に支障をきたしている。

■国道57号の通行止め状況と広域防災拠点 ■国道５７号の現道状況と被災状況

広域防災拠点
【大分スポーツ公園】
※東九州唯一

広域防災拠点
【熊本空港】
※西九州唯一

H28.4
(地震)

H24.7
(豪雨)

H26.2
(積雪)

H24.7
(豪雨)

対象区間

大分県

熊本県

H26.2
(積雪)

写真1

写真4

57
国 道

写真3

57
国 道

写真2

写真1 H28.4熊本地震の通行止め（阿蘇大橋） 写真2 H24.7九州北部豪雨の通行止め（滝室坂） 写真3 H26.2積雪時のスタック発生状況 写真4 H24.7九州北部豪雨の被災状況

至大分市

至 熊本市

至大分市

至 熊本市

至 熊本市

至大分市

至 熊本市

至大分市
凡例

一般国道

主要地方道

一般県道

縦断線形の厳しい箇所（ｉ＞5％）

平面線形の厳しい箇所（R<150ｍ）

防災点検要対策箇所

産業拠点（野菜集出荷場）

H24.7北部豪雨浸水域

H26.2積雪通行止め箇所

442
国道

502
国道

竹田IC

(仮)竹田久住IC

(仮)竹田西IC

(仮)荻IC

(仮)波野IC

対象区間

57
国道

至

熊
本
市 至

大
分
市

竹田市

阿蘇市

産山村

写真4

熊本県 大分県

縦断線形の厳しい箇所
防災点検要対策箇所

：【現況】 9箇所→【整備後】0箇所
：【現況】 2箇所→【整備後】0箇所

縦断線形の厳しい箇所 9箇所（国道57号）
防災点検要対策箇所 2箇所（国道57号）



2．信頼性・走行性の確保による産業活性化の支援
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一般国道５７号（中九州横断道路）竹田阿蘇道路の課題と整備効果

資料：野菜生産出荷統計

国道57号 県道

大分方面 5箇所 41箇所

熊本方面 2箇所 23箇所
R=140

【課題】
●竹田市は高原野菜の生産が盛んで、農業産出額は大分県内第１位。市内の野菜集出荷場のうち仕切金額が第１位
の荻野菜集出荷場については約８割がトマトを占める。

●しかし、大分市や熊本市の卸売市場までの輸送経路には、線形不良箇所が多く存在し商品の荷傷みが発生するなど、
走行性が課題。

【整備効果】
○大分市や熊本市への走行性向上による高原野菜の品質確保など沿線地域の産業活動を支援

■夏秋トマトの出荷量（H29）

竹田市
66%

九重町
15%

玖珠町
3%

その他
14%

由布市
1%

大分県
合計
7,010t

大分県
合計

1,339億円

竹田市
18%

日田市
10%

宇佐市
9%

豊後高田市
9%豊後大野市

9%

その他
45%

大分県内
第1位

資料：H28農業総産出額及び生産農業所得

■出荷ルートの平面線形不良箇所

至 大分市

至 熊本市

0

200

400

600

800

1,000

1,200

荻 竹田 菅生

998

463

212

単位：百万円

トマト
775
（78%）

約8割

442
国道

502
国道

竹田IC

(仮)竹田久住IC

(仮)竹田西IC

(仮)荻IC

(仮)波野IC 平面線形の厳しい箇所 14箇所（国道57号）

荻野菜
集出荷場

菅生野菜
集出荷場

竹田野菜
集出荷場

対象区間

至

熊
本
市 至

大
分
市

竹田市

阿蘇市

産山村

熊本県 大分県

凡例

一般国道

主要地方道

一般県道

縦断線形の厳しい箇所（ｉ＞5％）

平面線形の厳しい箇所（R<150ｍ）

防災点検要対策箇所

産業拠点（野菜集出荷場）

H24.7北部豪雨浸水域

H26.2積雪通行止め箇所

荻野菜集出荷場から大分市・熊本市の卸売市場

【野菜集出荷場から卸売市場までの平面線形の厳しい箇所】 【現況】 【整備後】

07箇所 64箇所 ⇒ 0箇所 0箇所
国道57号 県道 国道57号 県道

■国道５７号の現道状況と出荷ルート

■集出荷場別仕切金額（H28）

資料：JAおおいた豊肥事業部

■大分県農業産出額

57
国道

写真 国道57号の線形不良箇所
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【課題】
●竹田市では、救急搬送人数が増加傾向にあり、管外搬送が約３割を占めている。
●竹田市（約22,300人）には、第３次救急医療施設がなく住民の約3割（約5,900人）が60分以内に大分市の第３次救
急医療施設へ到達できない医療空白地域であり、アクセス性向上による医療サービス水準の地域間格差の解消が必
要。

【整備効果】
○第３次救急医療施設へのアクセス性向上による圏域人口の拡大により、医療サービス水準の地域間格差を解消し、地
域医療活動を支援。

3．速達性向上による救急医療の支援
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一般国道５７号（中九州横断道路）竹田阿蘇道路の課題と整備効果

資料：竹田市消防本部

救急搬送人数が
増加傾向

■整備前後の第３次救急医療施設への60分圏域 ■竹田市における救急搬送人数

■竹田市における救急搬送実績（H29）

管内搬送
922人
（68%）

管外搬送
426人
（32%）

管外搬送が
約3割

竹田市における第三次救急医療施設への60分圏域人口カバー率
【現況】約16,400人（74%） → 【整備後】約18,600人（83%）

竹田市

第３次救急医療施設
現況
竹田阿蘇道路整備後

凡 例

大分県

熊本県
57
国 道

57
国 道

大分県立
病院

大分大学医学部
付属病院

大分市医師会立
アルメイダ病院

対象区間

人



４．費用便益分析

九州地方整備局

13



費用便益分析結果

14

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約 594億円

約 673億円走行経費減少便益 約 61億円

交通事故減少便益 約 18億円

事 業 費

事業費

改良費 約 229億円

約 688億円
（約 461億円）

約 852億円
（約 502億円）

橋梁・トンネル・IC費 約 247億円

その他工事費 約 163億円

用地補償費 約 49億円

維持管理費
約164億円
（約41億円）

673億円
1.3＝

※上段：単純合計（税込）
下段：現在価値化後

502億円

[ ]書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※大分米良JCT～熊本北JCTを対象とした場合

合 計

合 計

2,347億円
1.7＝

1,382億円※



５．とりまとめ

九州地方整備局
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熊本県庁

大分県庁

大分分屯地

高遊原分屯地

道の駅
すごう

道の駅
波野

0

200

400

600

800

1,000

1,200

荻 竹田 菅生

広域防災拠点
【大分スポーツ公園】
※東九州唯一

広域防災拠点
【熊本空港】
※西九州唯一

H28.4
(地震)

H24.7
(豪雨)

H26.2
(積雪)

H24.7
(豪雨)

対象区間

大分県

熊本県

H26.2
(積雪)

写真1

写真4

57
国 道

写真3

57
国 道

写真2

縦断線形の厳しい箇所 ：09箇所 ⇒ 0箇所
防災点検要対策箇所所：02箇所 ⇒ 0箇所

２．課題

１．事業概要

・地震や豪雨等大災害が続く国道57号の代替路確保により、災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークを形成
・走行性の向上により安定した物流ルートを形成し、地域産業活動を支援
・中山間地における医療空白地域の第３次救急医療施設へのアクセス性の向上により地域医療活動を支援

３．整備効果

①大災害等で通行止めが相次ぐ国道57号

効果１ 代替路確保による防災機能の向上 【◎】
・国道57号の線形が厳しい箇所や防災点検要対
策箇所等を回避し、災害時の救援活動等にも
機能する信頼性の高い道路ネットワークを形成

た け た あいあいおおい た

乗用車 小型貨物 普通貨物
約3,000
～5,700台/日

約1,400～
2,300台/日

約3,100～
約4,000台/日

効果2 物流ルート形成による地域産業活動の支援 【◎】
・大分市や熊本市への走行性向上による高原野菜
の品質確保など沿線地域の産業活動を支援

効果3 救急医療アクセスの向上による地域医療活動の支援 【◎】
・第３次救急医療施設へのアクセス性向上による
圏域人口の拡大により、医療サービス水準の地
域間格差を解消し、地域医療活動を支援。（図7）

・竹田市（約22,300人）には、第３次救急医療施設がなく
住民の約3割（約5,900人）が60分以内に大分市の第３
次救急医療施設へ到達できない医療空白地域であり、
アクセス性向上による医療サービス水準の地域間格差
の解消が必要。（図7）

③救急活動や医療サービス水準の地域間格差

②品質低下など地域産業活動に負担をかける物流路線

・竹田市は高原野菜の生産が盛んで、農業産出額は
大分県内第１位。市内の野菜集出荷場のうち仕切金
額が第１位の荻野菜集出荷場については約８割がト
マトを占める。（図5、図6）
・しかし、大分市や熊本市の卸売市場までの輸送経路
には、線形不良箇所が多く存在し商品の荷傷みが発
生するなど、走行性が課題。（図4）

竹田市における
第３次救急医療施設への60分圏域人口カバー率
【現況】約16,400人 ⇒ 【整備後】約18,600人

荻野菜集出荷場から大分市・熊本市の卸売市場

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.7
（1.3）

7.3％
（5.7％）

1,382億円※2

（502億円※2）
2,347億円※2

（673億円※2）

・起終点：大分県竹田市大字会々～

熊本県阿蘇市波野大字小地野
・延長等：22.5km
（第1種第3級、2車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：約690億円
・計画交通量：約7,500～12,000台／日

・国道57号は、政府が定める『緊急輸送ルート』に
指定され、『広域防災拠点（熊本空港、大分ス
ポーツ公園）』を結ぶ重要な路線。（図3）
・しかし、対象区間の現道は、縦断線形の厳しい箇
所や防災点検要対策箇所が存在し、被災リスク
が高い区間。（図4）
・近年の熊本地震（H28.4）をはじめ、九州北部豪雨
（H24.7）の大災害や冬季の積雪（H26.2）時には国
道57号の通行止めが発生し、救援活動や日常生
活等に支障をきたしている。（図3）

（74%） （83%）

改善
ペア数

脆弱度
（防災機能ランク）

累積脆弱度の
変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

12
（10）

1.00
〔D〕
（1.00）
〔D〕

0.93
〔C〕
（0.91）
〔C〕

▲239.1

（▲105.9）

0.10

（0.06）

0.17

（0.20）
◎

■道路ネットワークの防災機能評価結果

図8 整備後の防災機能ランク

凡例

広域拠点 ：A

交通拠点 ：B

地域拠点 ：C

被災拠点 ：D

竹田阿蘇道路

竹田市
阿蘇市

図5 H28大分県農業産出額

【野菜集出荷場から卸売市場までの平面線形の厳しい箇所】
【現況】 【整備後】

07箇所 64箇所 ⇒ 0箇所 0箇所

図3 国道57号の通行止め状況と広域防災拠点

大分県
合計

1,339億円

竹田市
18%

日田市
10%

宇佐市
9%

豊後高田市
9%豊後大野市

9%

その他
45%

大分県内第1位

図7 第３次救急医療施設への60分圏域

写真1 H28.4熊本地震の
通行止め（阿蘇大橋）

写真2 H24.7九州北部
豪雨の通行止め（滝室坂）

写真3 H26.2積雪時の
スタック発生状況

写真4 H24.7九州北部
豪雨の被災状況

至大分市

至 熊本市

至大分市

至 熊本市

至 熊本市

至大分市

至 熊本市

至大分市

大分県

熊本県

竹田阿蘇道路

57
国 道

竹田阿蘇道路
延長22.5㎞

滝室坂道路
延長6.3㎞
事業中

図2 事業位置図

（仮）波野ＩＣ

図1 広域図

供用区間

事業中区間

調査中区間

対象区間

凡 例

国道57号 県道

【現況】 【整備後】

国道57号 県道

あ そ な み のく ま も と し ょ う ち の

注）上段の値は大分米良JCT～熊本北JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年(H30年)における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

注）上段の値は大分米良JCT～熊本北JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の防災機能評価結果

中九州横断道路
大分米良JCT～熊本北JCT

犬飼IC

千歳IC
大野IC

朝地IC

竹田IC

大野東IC
竹田市

産山村

阿蘇市

大分県

熊本県

竹田市

第３次救急医療施設
現況
竹田阿蘇道路整備後

凡 例

大分県

熊本県

57
国 道

57
国 道

大分県立
病院

大分大学医学部
付属病院

大分市医師会立
アルメイダ病院

対象区間

一般国道５７号（中九州横断道路） 竹田阿蘇道路に係る新規事業採択時評価
た け た あ そなかきゅうしゅうおうだん

図6 H28集出荷場別
仕切金額

凡例

一般国道

主要地方道

一般県道

縦断線形の厳しい箇所（ｉ＞5％）

平面線形の厳しい箇所（R<150ｍ）

防災点検要対策箇所

産業拠点（野菜集出荷場）

H24.7北部豪雨浸水域

H26.2積雪通行止め箇所 図4 対象区間の現道状況

442
国道

502
国道

竹田IC

(仮)竹田久住IC

(仮)竹田西IC

(仮)荻IC

(仮)波野IC
平面線形の厳しい箇所 14箇所（国道57号）
縦断線形の厳しい箇所 9箇所（国道57号）
防災点検要対策箇所 2箇所（国道57号）

荻野菜
集出荷場

菅生野菜
集出荷場

竹田野菜
集出荷場

対象区間

57
国道

至

熊
本
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至

大
分
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竹田市

阿蘇市

産山村

写真4

波野野菜
集出荷場

998

463

212

単位：百万円

トマト
775
（78%）

約8割
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一般国道５７号（中九州横断道路） 竹田阿蘇道路に係る新規事業採択時評価
た け た あ そなかきゅうしゅうおうだん

凡 例

対象区間 主要渋滞箇所

一般国道 事故危険区間

主要地方道 死亡事故発生箇所

一般都道府県道 防災点検要対策箇所

県境 平面線形の厳しい箇所（R<150ｍ）

市町村境 縦断線形の厳しい箇所（ｉ＞5％）

橋梁構造 市街地（集落）

交通量（H27一般交通量調査） H24.7北部豪雨浸水域

主な施設 H24.7北部豪雨通行止め箇所

産業拠点 H26.2積雪通行止め箇所

交通量台/日

たけ た あ そ

竹田阿蘇道路 延長 22.5㎞

た
け
た

あ
い
あ
い

（
起
）
大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々

あ
そ

（終
）熊
本
県
阿
蘇
市

な
み
の

し
ょ
う
ち
の

波
野
大
字
小
地
野

857台/日

5,025台/日
54台/日

4,085台/日

3,890台/日

1,033台/日

5,388台/日

13,195台/日

4,215台/日

あ そ

阿蘇市

たけた

竹田ICたけた

竹田市

たけた

お
お
い
た

至

大
分
市

たきむろざか

滝室坂道路
事業中

2,791台/日

10,566台/日

おおいた

大分県

くまもと

熊本県 たけたにし

(仮)竹田西IC

おぎ

(仮)荻IC

204台/日

8,686台/日

おぎ

うぶやま

産山村
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豊後大野市
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(仮)竹田久住IC

12,395台/日
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1%

7%

1%

21%

75%

50%

76%

7%

10%

7%

7%

7%

4%

3%

6%

14%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．竹田～阿蘇地域の課題

①災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークの確保
②信頼性・走行性の確保による産業活性化の支援
③高速ネットワーク確保による観光振興の支援
④速達性向上による救急医療の支援
⑤速達性・安全性の確保による生活利便性の向上

２．原因分析

３．政策目標

〇国道57号は、「広域防災拠点（熊本空
港、大分スポーツ公園）」を結ぶ重要な
路線であり、「緊急輸送ルート」に指定
されているが、熊本地震や九州北部豪
雨時には国道57号の通行止めが発生
する等、救助・救急活動に支障が生じ
ており、被災時の啓開ルートの確保が
課題。（図１）

図1 国道57号の通行止め状況と広域防災拠点

①救助・救急活動に支障をきたす緊急輸送ルート

〇竹田市や阿蘇市等の沿線地域は、高
原野菜の生産が盛んな地域であるが、
商品の輸送経路には急カーブ等が多く
走行性が課題。（図２）

④医療サービス水準の地域格差

〇竹田市や阿蘇市等の沿線地域は、観
光資源が多いが、熊本・大分県への観
光客は、移動時間が長いため自県以
外に立ち寄らない割合が高く、観光地
間の周遊性向上が課題。

〇竹田市、阿蘇市、産山村から大分・熊
本市への買い物等の生活利便性が悪
く、速達性の確保が課題。

〇市街地部は渋滞に起因する「追突」事
故が多く、山間部は死亡・重大事故に
直結しやすい「車両単独」事故が多く発
生し、安全性の確保が課題。（図４）

①脆弱で被災リスクが高い現道
〇対象区間の現道は、豪雨や積雪の際に通行止めが発生するなど、災害に対し非常
に脆弱。（写真①,②）

〇また、防災点検要対策箇所が存在し、被災リスクが高い区間。（図５）

広域防災拠点
【大分スポーツ公園】
※東九州唯一

広域防災拠点
【熊本空港】
※西九州唯一
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57
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熊
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写真②

荻野菜
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▲H26.2積雪時スタック発生状況（写真①） ▲H24.7九州北部豪雨被災状況（写真②）

図5 対象区間の現道状況

至大分市

至 熊本市
至大分市

至 熊本市
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図3 第３次救急医療施設の立地状況と60分圏域

大分県立
病院大分大学医学部

付属病院

大分市医師会立
アルメイダ病院

熊本医療
センター

済生会熊本病院

熊本赤十字
病院

57
国 道

57
国 道

竹田市

産山村
阿蘇市

第３次救急医療施設
60分圏域

凡 例

大分県

熊本県

〇竹田市、阿蘇市、産山村においては、
救急搬送人数が増加傾向にあるなか、
大分・熊本市内の第３次救急医療施設
まで60分以上を要する医療空白地域
が存在。（図３）

図2 トマトの生産地・出荷ルートと線形不良箇所

②地域産業活動に負担をかける輸送経路

③伸び悩む観光産業

⑤日常生活への支障

対象区間

57
国道

442
国道

凡例

縦断線形の厳しい箇所（ｉ＞5％）

平面線形の厳しい箇所（R<150ｍ）

出荷ルート

トマトの生産地

荻野菜
集出荷場

竹田市

阿蘇市

産山村
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縦
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②大分～熊本間における走行性・速達性が確保されていない
〇対象区間には、平面線形や縦断線形が厳しい箇所が存在し、地域産業である高原
野菜の輸送に影響し、品質確保が困難。（図５,写真③）

〇大分市～熊本市間の高速ネットワークの整備率が低いため、速達性の確保が困難
で、観光地間の周遊性や、第３次救急医療施設への救急搬送、日常生活の長時間
移動解消の支援が困難。

図4 現道の事故類型（H25～H28）

市街地部は追突事故の割合が高い

山間部は車両単独事故の割合が高い

国道57号（山間部）

大分県・熊本県

▲平面線形が厳しい箇所 （写真③）

国道57号（市街地部）

1%

7%

1%

21%

75%

50%

76%

7%

10%

7%

7%

7%

4%

3%

6%

14%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正面衝突 車両単独 追突 出合い頭 右折時 左折時 その他

至 大分市

至 熊本市

Ｒ=140

18



至久住高原

大分県

産山村

竹田市

阿蘇市

57

熊本県

57

豊後大野市
442

深い谷地形

中九州横断道路（竹田～阿蘇）滝室坂道路

荻支所

道の駅竹田

阿蘇広域消防本部
産山波野分駐所

道の駅波野

荻の里温泉

岡城阯

竹田市役所

竹田市消防本部

竹田医師会病院

竹田警察署

産業施設

産業施設

波野支所

産山村役場

うぶやま牧場

産業施設

道の駅すごう

竹田IC

４．対策案の検討

評 価 項 目 [案①] 別線整備案（北ルート） [案②] 現道改良案 [案③] 別線整備案（南ルート）

ルートの趣旨 全線別線で、集落と産業施設を最短で連絡するルート 全線において既存の現道を改良し活用するルート 全線別線で、集落と産業施設を連絡するルート

指 標
延長 約２０㎞

自動車専用道路タイプ（設計速度：８０㎞/h）
延長 約２１㎞

一般道路タイプ（設計速度：６０㎞/h）
延長 約２２㎞

自動車専用道路タイプ（設計速度：８０㎞/h）

政

策

目

標

災害時にも機能する信頼性の高
い道路ネットワークの確保

災害時の代替路機能 ○
・別線整備により代替路が確保される
ただし、国道57号と近接する箇所があることから、代替路が確保されない
可能性も考えられる

× ・現道利用のため代替路が確保されない ○
・別線整備により代替路が確保される
ただし、国道57号と近接する箇所があることから、代替路が確保されない
可能性も考えられる

信頼性・走行性の確保による産
業活性化の支援

産業施設（竹田・久住・菅生・荻・波野・産山の野
菜集出荷場）等から大分市・熊本市の卸売市場
までの移動時間

○

・産業施設間の移動時間の短縮が見込まれる

△

・産業施設間の移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案①、案③よ
り小さい

○

・産業施設間の移動時間の短縮が見込まれる

産業施設（竹田・久住・菅生・荻・波野・産山の野
菜集出荷場）等から大分市・熊本市の卸売市場
までの走行性

・現道の線形不良箇所を回避するため、走行性の向上が見込まれる
・現道の線形不良箇所を改良するため、走行性の向上が見込まれるが、交
差点が存在するため効果は、案①、案③より小さい

・現道の線形不良箇所を回避するため、走行性の向上が見込まれる

高速ネットワーク確保による観光
振興の支援

観光地間の移動時間
阿蘇市～竹田・大分方面、
竹田市～阿蘇・熊本方面

○ ・観光地間の移動時間の短縮が見込まれる × ・観光地間の移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案③より小さい △ ・観光地間の移動時間の短縮が見込まれるが、短縮時間は案①より小さい

速達性向上による救急医療の支
援

大分市・熊本市の第３次救急医療施設への60分
圏域人口

△

・第３次救急医療施設への搬送時間の短縮が図られ、６０分圏域人口が拡
大する
また、圏域の拡大により時間短縮の便益効果が見込まれるが効果は、案
③より小さい

△

・第３次救急医療施設への搬送時間の短縮が図られ、６０分圏域人口が拡
大する
また、圏域の拡大により時間短縮の便益効果が見込まれるが効果は、案
③より小さい

○
・第３次救急医療施設への搬送時間の短縮が図られ、６０分圏域人口が拡
大する
また、圏域の拡大により時間短縮の便益効果が見込まれる

速達性・安全性の確保による生
活利便性の向上

集落から大分市・熊本市の市街地への60分圏域
人口

△
・市街地へのアクセス時間の短縮が図られ、６０分圏域人口が拡大する
また、圏域の拡大により時間短縮の便益効果が見込まれるが効果は、案
③より小さい

△
・市街地へのアクセス時間の短縮が図られ、６０分圏域人口が拡大する
また、圏域の拡大により時間短縮の便益効果が見込まれるが効果は、案
③より小さい

○
・市街地へのアクセス時間の短縮が図られ、６０分圏域人口が拡大する
また、圏域の拡大により時間短縮の便益効果が見込まれる

交通事故発生のリスク ○ ・沿道出入箇所や交差点がないため、事故の発生リスクが減少する △
・沿道出入箇所や交差点が減少するものの、事故の発生リスクの減少は案
①、案③より少ない

○ ・沿道出入箇所や交差点がないため、事故の発生リスクが減少する

道

路

整

備

に
よ

る

影

響

生活環境 大気質・騒音等 ○
・集落・市街地を概ね回避するため、生活環境に影響を与える可能性は小さ
い

×
・集落・市街地に近接・通過するため、生活環境に影響を与える可能性が大
きい

○
・集落・市街地を概ね回避するため、生活環境に影響を与える可能性は小さ
い

自然環境 動物の生息地や植物の生育地等 ○ ・動植物の生息地付近を概ね回避するため、影響を与える可能性は小さい ○ ・動植物の生息地付近を概ね回避するため、影響を与える可能性は小さい ○ ・動植物の生息地付近を概ね回避するため、影響を与える可能性は小さい

家屋への影響 移転が必要となる家屋等の数 ○ ・集落・市街地を概ね回避するため、移転家屋等が少ない × ・集落・市街地に近接・通過するため、案①、案③より移転家屋等が多い △ ・集落・市街地を概ね回避するが、案①より移転家屋等が多い

沿道利用 沿道施設からの利用 △ ・沿道からの利用は、インターチェンジに限定される ○ ・一般道路のため沿道からアクセス可能 △ ・沿道からの利用は、インターチェンジに限定される

早期効果の発現 発現の時期 △ ・インターチェンジ間の部分開通は可能 ○ ・現道を改良するため、開通したところから効果発現が見込める △ ・インターチェンジ間の部分開通は可能

コスト 整備に要する費用 × 約７００～７５０億円 ○ 約５５０～６００億円 △ 約６５０～７００億円

図6 竹田～阿蘇における対策案検討

【計画概要】
・路線名：中九州横断道路（竹田～阿蘇）
・区間：大分県竹田市～熊本県阿蘇市
・概略延長：約２２km ・車線数：２車線
・種級区分：第１種第３級 ・設計速度：８０km/h
・概ねのルート：図６［案③］のとおり

対応方針(案）：［案③］別線整備案（南ルート）による対策が妥当

200-300
300-400

400-500

500-600
600-700
700-800

800-

標高（m）

（参考）当該事業の経緯等

地元調整の状況等
・H29. 3    ：第1回九州地方小委員会；計画段階評価手続き着手
・H29. 9～10：第1回意見聴取（地域の課題と政策目標(案)）
・H30. 3    ：第2回九州地方小委員会
・H30. 7～ 9：第2回意見聴取（対応方針(複数案)の検討に際し重視する項目）
・H31. 2 ：第3回九州地方小委員会

地域の要望等
・H30. 6：大分県知事が国土交通省に早期事業化を要望
・H30. 7：熊本県知事、大分県知事、宮崎県知事が国土交通省、財務省に

早期事業化を要望
・H30. 8：竹田市長が国土交通省、財務省に早期事業化を要望
・H30.10：熊本県知事、大分県知事が国土交通省、財務省に早期事業化を要望
・H30.11：大分県経済５団体が国土交通省に早期事業化を要望
・H30.11：大分県知事が国土交通省、財務省に早期事業化を要望
・H31. 1：大分県知事が国土交通省に早期事業化を要望
・H31. 2：竹田市長が国土交通省に早期事業化を要望

凡 例
一般国道

主要地方道

一般県道

市役所・町役場・村役場

警察署・消防署

病院

観光施設

道の駅

産業施設

学校（小中高）

標準横断図(単位:m)
土工部

橋梁部

深い谷地形

県境

市町村境界

線形不良箇所(R>150m)

縦断線形不良箇所(i>5%)

凡 例

事業中

[案①]別線整備案（北ルート）
全線別線で、集落と産業施設を最短で連絡するルート 自動車専用道路タイプ（設計速度：８０㎞/h）

[案②]現道改良案
全線において既存の現道を改良し活用するルート 一般道路タイプ（設計速度：６０㎞/h）

[案③]別線整備案（南ルート）
全線別線で、集落と産業施設を連絡するルート 自動車専用道路タイプ（設計速度：８０㎞/h）

なかきゅうしゅうおうだん たけた あ そ

中九州横断道路（竹田～阿蘇）における計画段階評価
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